
路面電車沿いのバラの見頃は１０月中旬から１１月中旬頃です。

■参 加 資 格 ：都民、都区退職者等
■実 施 期 間 ：令和３年９月１日～令和４年１月１０日の間
■実 施 内 容 ：実施期間内に、ご自分の行ける日程で都電荒川線を巡ります。見学場所は自由です。用紙（裏面）も参考にご自由に巡ってください。
■訪ね終わったら ：用紙表面に訪問日、裏面にお名前、住所、年齢、電話番号、感想等を記入のうえ、１か月以内に下記送り先へ郵送してください。

（最終締切日は令和４年2月１０日）…≪⑥都電荒川線巡り≫の応募は一人１回限り
■修了証、記念品の贈呈：後日、裏面記載の住所へ、修了証、当該用紙（ご本人の記念のためお返しします）をお送りします。

最終締切日以降、抽選で50名の方に記念品（クオカード）をお送りします。発送をもって当選とさせていただきます。
■留 意 点 ：入館料や交通費などは自己負担です。開館時間、休館日等はご自身で確認してください。散策中の事故等による損害も自己責任です。
■送 り 先 ・ 照 会 先 ：一般財団法人 東京都弘済会

〒104-0043 中央区湊1-12-11 ４階 東京都弘済会 「個人で行くまち歩き」担当宛（tel）03-3551-1101

都電一日乗車券
都電荒川線を１日に限り何回でも乗車できます。

大人：４00円、有効期間は1日

発売場所：当日売り

都電の車内、荒川電車営業所、都電定期券発売所、

三ノ輪橋おもいで館で発売しています。

１日乗車券特典ガイド「ちかとく」

乗車券を見せるだけで、割引などの特典が受けら

れます。「ちかとく」で検索してみてください。

「都電一日乗車券」を使ってぶらり巡ってみましょう

都電荒川線の一日乗車券を購入して、早稲田⇔

三ノ輪橋の間で訪れてみたいところを巡ってみ

てください。見学場所は自由です。何か所巡っ

ても構いません。

＊通常運賃は１乗車大人170円です。３回以上

乗車しないと一日乗車券を有効に使えません

のでご留意ください。

訪ねた日

令和 年 月 日

路線図・所要時間

http://www.tokyoto-kosaikai.or.jp/


≪参考≫主な見どころを記載していますが、見学場所は自由です。以下↓に限らず沿線上の訪れてみたいところを巡ってください。

・江戸時代からある古い庭園。広さ１万4000㎡ほど。「山吹の井」というひょうたん型の池を中心に、樹木が多い

　回遊式の庭園

・「鬼子母神」は子授け、安産、子育ての鬼神として知られている。雑司ヶ谷鬼子母神堂の「鬼」の字は一画目の

　「ノ」（つの）がない字を用いている。

・ケヤキ並木の風情ある参道を抜けて鬼子母神堂へ参拝する。

・豊島区内に現存する最古の近代木造洋風建築。明治40年アメリカ人宣教師のマッケーレブの住居として建てたもの。

・平成１１年東京都指定有形文化財に指定。住所：雑司ヶ谷1-25-5（駅から徒歩７分ほど）

・大正5年創業の手作りあんぱん「喜福堂(きふくどう)」、元祖塩大福「みずの」、家庭で食べるような心温まる

　定食料理が人気の「ときわ食堂」など美味しいものがたくさん。　とげぬき地蔵尊（高岩寺）も、巣鴨地蔵通り沿い。

・渋沢栄一の「渋沢資料館(予約が必要）」など３つの博物館がある

・飛鳥山の山頂まで４８ｍのモノレール「アスカルゴ」（片道２分 無料）

・どこか懐かしさを感じるアーケードの商店街。昔ながらの商店をはじめ数々の店舗が連なっている。

・「お惣菜の店 きく」には名物紅しょうがの天ぷら、「パンのオオムラ」 など

お 名 前 ： 　　　様 年齢： 　歳 電話番号：

ご 住 所　　　　　　　　：〒

三ノ輪橋

甘泉園(かんせんえん)公園

鬼子母神堂(きしもじんどう）

雑司ヶ谷霊園

雑司が谷 旧宣教師館

庚申塚駅ホームにあるお店

巣鴨地蔵通り商店街

飛鳥山公園

商店街「ジョイフル三ノ輪」

面影橋

鬼子母神前

庚申塚

都電雑司ヶ谷

駅名 場所 弘済会からの情報（見どころなど）

荒川車庫前 都電おもいで広場

・居酒屋「御代家」、甘味処「いっぷく亭」　お店の中から電車を見ながら食事ができる。

・懐かしい停留場をイメージしたスペースに都電の旧型車両２両を展示（無料、土日祝の１０時～１６時）

飛鳥山

・多くの著名人が眠る雑司ヶ谷霊園。「夏目漱石」「竹久夢二」「ジョン万次郎」「サトウハチロー」等

【弘済会使用欄】

修了確認印

訪ねた場所をお聞かせください。上記以外の場所でも結構です。(例：バラがきれいだったので、○駅から1駅を歩いてみた など）

ご感想をお聞かせください。

■早稲田～三ノ輪橋間を走る１両編成の路面電車 距離１２．２㎞ 停留場３０箇所 運転所要時間５６分

■電車に乗るときは「前の扉」、降りるときは「後ろの扉」、車内の「降車ボタン」を押して降ります。

■路面電車沿いのバラの見頃は、春は5月中旬から6月中旬、秋は10月中旬から11月中旬です。車窓からも景色を楽しめます。


